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1　はじめに

　オノマトペは日本語学習者にとって習得困難な言語項目であるとされている。日本人に

とっての義務教育である中学校の国語教科書ではどのようなオノマトペがどの程度使用さ

れているのかを調査した。そして日本語学習者のための基本的なオノマトペを提案するこ

とにより、日本語学習者がどのようなオノマトペをどの程度学習したらよいのかを示すこ

とを目的とする。

　文部科学省（2008：3）は、「中学校においては社会生活に必要な国語の能力の基礎を、（中

略）確実に育成するようにする」と定めている。「社会生活に必要な国語の能力の基礎」

を学ぶ日本の中学校の国語教科書は、日本語学習者のオノマトペ学習の参考になると考え

る。また、日本の中学生がどのようなオノマトペをどの程度学習しているのかを知ること

ができ、日本語学習者が目標とすることができると思われる。

　全出版社の全学年の中学校国語教科書に現れるオノマトペの語彙調査を行ったものは、

稿者が調査した限りでは見られなかった。

　日本語教育学会（1990：367）によるとオノマトペの学習は、「擬声語 , 擬態語は中・上
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級の学習事項としてとりあげられるものとみなされているようだ」と記している。本稿は

中・上級の日本語学習者を対象とする。

2　先行研究

　三上京子（2007）は、日本語教育における基本語彙を選定した文献に、どのようなオノ

マトペがいくつぐらい選定されているのかを調査し、70語を「基本オノマトペ」の試案と

して提示した。

　岡谷英夫（2015）は５社から出版された小学校１年生から６年生までの、国語教科書に

現れるオノマトペの数量等を調査し、「初級から学習する基本オノマトペ（92語）」を提案

した。

　一方、陳志文（2007：2）は、「日本人が実際によく使われているオノマトペの調査を踏

まえて、オノマトペを収録する参考書などはいまだにあまり見られない。また、現場の教

師もどのような順番で学習者にオノマトペを指導するのか、日本語学習の教材にオノマト

ペをどのように系統的に盛り込むのかなどについての詳しい調査はまだなされていない」

と述べている。

　秋元美晴（2007：31-33）は「日本語学習者用の基本となるオノマトペが選定されてい

ない」と指摘し、「コーパスなどを利用して、データを収集し、基本的なオノマトペと考

えられるリストを作成することが重要であろう」と述べ、日本語教育における基本的なオ

ノマトペのリストを作成することが重要であると述べている。

　渡邊裕子（1997：30）は日本語教育において、「どのような語彙をどれくらい、各レベ

ルで教えるべきかについての共通の理解はまだなされていないと言える」と述べ、オノマ

トペ教育の不備を指摘している。

3　用語の定義

　「擬音語」とは、動物の鳴き声や物の音を写した言葉をいう。

　「擬態語」とは、様子や気持ちを表す言葉をいう。

　「オノマトペ」とは、擬音語と擬態語の総称をいう。

　 「単位語」とは、「文を構成する操作単位の一つ。全ての文は重なりも隙間もなく単位語

に分割できるものとする」（木村（1982：225））とされ、「単位語」の累計を「延べ語数」

という。
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　 「見出し語」とは、「音・語形・意味機能等によって他と区別しうる単位語の集合。すべ

ての単位語は必ず一つの見出し語に属するものとする」（木村（1982：225））とされ、「見

出し語」の累計を「異なり語数」という。

　 「使用範囲」とは、「ある語が特定資料・特定分野に限って使われているものなのか、広

い範囲にわたって使われているものなのか」（日本語教育学会（1990：348））とされる。

4　調査概要

4.1　調査目的

　日本語学習者が習得困難であるとされるオノマトペではあるが、日本の中学生の生徒が

使用している国語教科書において、どのようなオノマトペがどの程度使われているのかを

調査することが目的である。

　語彙調査について日本語教育学会（1990：346）は、「音とか語とか文字とかは数えるこ

とができる。とくに語彙教育においては、この「数えられる」という性質（加算性）をよ

く生かして、教育を科学的にし効果を高める必要がある。そして、ア）どんな語を教える

のか、イ）いくらぐらい教えるのか、という重要な2点について、科学的な根拠を与えて

くれるのが語彙調査である」と記している。

　また、語彙調査における全数調査について、石井正彦（2002：192）は「最低頻度をも

含めたすべての語の使用頻度を知り、かつ、それらの文章における使われ方を知るために

は、文章の一部を調べる（標本抽出）調査ではなく、文章の全体を調べる語彙調査（全数

調査）がどうしても必要である」と述べている。

4.2　調査対象資料

　次に示す５社から出版された中学校国語教科書を調査対象資料とした。

　中学校国語教科書　１年～３年（平成23年２月28日文部科学省検定済）

　　 学校図書株式会社、教育出版株式会社、株式会社　三省堂、東京書籍株式会社、光村

図書出版株式会社

4.3　調査方法

　以下の方法により、国語教科書記載のオノマトペの数量等を調査した。

　⑴ 　上記4.2記載の中学校国語教科書（総ページ数5,460）における、見出し語・異なり

語数、単位語および延べ語数の全数調査を行った。
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　⑵　調査対象資料の表表紙から裏表紙までを調査対象とした。

　⑶ 　浅野鶴子（1978）『擬音語・擬態語辞典』（以下、「浅野辞典」）、飛田良文・浅田秀

子（2002）『現代擬音語擬態語用法辞典』（以下、「飛田辞典」）、山口仲美（2003）『暮

らしのことば　擬音・擬態語辞典』（以下、「山口辞典」）の3辞典のいずれかの辞典に

記載（見出し語、類義語、同族語）されている語をオノマトペとして抽出した。ただ

し、擬音語はバリエーションが豊富であることから、上記3辞典の記載の有無に係わ

らず、調査対象とした。

　　 　なお、上記３辞典を選定した理由は、浅野辞典は先行研究で多く使われており、飛

田辞典および山口辞典は比較的最近出版されていることによる。

　⑷ 　オノマトペのうち、犬を見て「わんわんだ」の「わんわん」や自動車を見て「ぶー

ぶーだ」の「ぶーぶー」などの乳幼児が使用する名詞用法のオノマトペ、方言のオノ

マトペおよび古典のオノマトペは除外した。

　⑸ 　オノマトペの表記について秋元美晴（2010：124）は、「一般には擬音語はカタカナ

で、擬態語はひらがなで書くことになっている」と述べているが、多義語のオノマト

ペは擬音語と擬態語にまたがる場合があるため、本稿における表記は全て平仮名とし

た。

　　　なお、上記⑶のオノマトペ辞典の見出し語の記載は、全て平仮名表記である。

5　結果と考察

5.1　オノマトペの数量

　中学校の国語教科書に現れたオノマトペの異なり語数は738語、延べ語数は3,895語で

あった。調査結果の詳細は、稿末資料２「中学校国語教科書に出現したオノマトペの使用

率順の語彙表」に示した。

　本稿での順位の表し方は、伊藤雅光（2002：86-87）が記している次の方法による。

　　 最初にすべての見出し語に通し番号をつける（第１の順位系列）。つぎに最初の見出

し語から使用率を見ていき、同じ使用率をもつ見出し語のグループがあった場合は、

まず、そのグループの見出し語に１を足した数を２で割る。そして、その数をそのグ

ループの一つ前の見出し語の順位に足して、それをそのグループの見出し語の順位数

とする方法である（第2の順位系列）。なお、ここで注意が必要なのは、そのグループ

の一つ前の見出し語の順位には、第１の順位系列が採用されるという点である。
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　また、伊藤雅光（2002：87）は、この方法の優れている点として、「グループ内の中間

の順位、つまりは平均的な順位の姿が反映されているためである。統計的には、かたよっ

たデータの値よりは、平均的な値の方が代表値としては、すぐれていると解釈される」と

記している。

　例として、先述の伊藤雅光（2002：87）が述べたことを稿末資料1「日本語学習者のた

めの基本的なオノマトペの原案」に当てはめると、番号16の「ばらばら」と番号17の「ひっ

そり」は頻度29語で同じである。同じ頻度は使用率も同じである。見出し語の数は２であ

るので、この数に１を足した３を２で割ると1.5になる。この1.5を前の語の「番号15」に

加算すると16.5になる。従って、この「16.5」が「番号16」と「番号17」の順位になる。

5.2　使用率分布図および累積使用率分布図

　調査したオノマトペの使用率と順位の関係を図にしたものが、図１「使用率分布図」お

よび図２「累積使用率分布図」である。

　図１「使用率分布図」を見ると順位20あたりまで急激に下降し、その後緩やかに下降し

た後横ばいになっている。真田信治（1977：101）が述べている「使用度数の高い語は非

常に数が少なく、使用度数の低い語は非常に数が多い」と合致している。

　さらに、真田信治（1977：101）は使用頻度の高い語について次のように述べている。

　　 きわめて少数にして、その範囲の語彙量の多くをまかなうことのできる語彙は、まさ

に、その範囲での基幹的部分と考えることができよう。そして、そのような基幹的部

分を明らかにするためには、個々の語の、その範囲における出現実態についての実証

的な詳しい調査が必要であることはいうまでもない。そして、それは計数的な手法に

よるのが普通である。
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　図２「累積使用率分布図」は「上位何語で延べ語数の何％をカバーするかが分かるグラ

フ」（計量国語学会（2009：83））である。日本語学習者は頻度上位120語を学習すると、

中学校国語教科書に現れるオノマトペの延べ語数の概ね70％が理解でき、日本語学習の目

安となる。

5.3　頻度分布表および頻度分布図

　下記の表1「頻度分布表」および図３「頻度分布図」は、稿末資料２「中学校国語教科

書に出現したオノマトペの使用率順の語彙表」に基づいて作成したものである。

図１　使用率分布図
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図２　累積使用率分布図
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　「頻度分布表」は、「使用度数ごとの異なり語数の分布状態を把握するために作成する」（伊

藤雅光（2002：89））とされる。

　頻度17以上の異なり語数は33語で、全異なり語数の4.47％しか占めていないが、延べ語

数は1,837語で全延べ語数の47.16％を占めている。また、頻度1および２の異なり語数は

464語で、全異なり語数の62.87％と半数以上を占めるが延べ語数では603語で、全延べ語

数の15.48％を占めるに過ぎない。
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　表１「頻度分布表」で、頻度129以上の異なり語数３語の延べ語数650語を見ると全延べ

語数の16.69％になり、頻度65以上の異なり語数８語の延べ語数1,122語を見ると全延べ語

数の28.81％になり、さらに図３「頻度分布図」を見て、最も延べ語数が多い頻度９以上

の異なり語数87語の延べ語数2,458語を見ると全延べ語数の63.11％となる。この87語を学

習することにより、出現するオノマトペの60％強が理解語彙となる。少数の高頻度のオノ

マトペを学習することにより、出現する多くのオノマトペが理解することができ、効率的

なオノマトペの学習になると考える。

5.4　日本語学習者のための基本的なオノマトペの原案

　図１「使用率分布図」を見ると、90語あたりで下降は収まっている。そこで、稿末資料

２「中学校国語教科書に出現したオノマトペの使用率順の語彙表」を見て、頻度８以上の

順位92までの96語を稿末資料１「日本語学習者のための基本的なオノマトペの原案」とし

たい。

　この異なり語数96語は、全異なり語数の13.01％である。また、この異なり語数96語の

延べ語数は、稿末資料２の番号96の累積頻度を見ると2,530語で、全延べ語数の64.96％を

占める。

　わずか96語の見出し語を学習することにより、全延べ語数の約65％弱にあたる語が理解

できることになる。

5.5　日本語学習者のための基本的なオノマトペの選定

⑴　真田信治（1977：104-105）は、「①まず、範囲の広い語は少ない語よりも重視する。

　 ②次に、頻度の多い語は少ない語よりも重視する」と述べている。本研究での「範囲」

とは、学年ごとのくくりで、中学１年生から３年生までの３学年全てに現れる語を「最

も使用範囲が広い語」とする。

　 　稿末資料１「日本語学習者のための基本的なオノマトペの原案」が、日本語学習者の

ための基本なオノマトペとして妥当であるかを検証するため、次の２点の基準を設定す

る。そして、この基準に基づいて除外等の調整をし、最終的な案を提示する。

　　① 　高頻度であるが、狭い範囲（中学１年生から３年生までの３学年のうち、範囲が

１の語）の語は除外する。

　　② 　清濁音等の違いはあるが、意味が近い語は「頻度」と「使用範囲」を考慮し、除

外するかしないかを決定する。
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⑵　①の基準に該当する語として、

　 　「よろよろ」（番号33：順位31：頻度17：使用範囲１）、「つんつん」（番号71：順位

71.5：頻度10：使用範囲１）、「ひし」（番号74：順位71.5：頻度10：使用範囲１）、「ふん」

（番号87：順位82.5：頻度9：使用範囲１）、「おずおず」（番号88：順位92：頻度８：使

用範囲１）の５語は除外する。

⑶ 　②の基準に該当する語として次のウ「じいっ」、エ「ぴたり」、（ｵ）「ぱらぱら」およ

びキ「ひっそりかん」の４語を除外する。

　ア 「くるくる」（番号45：順位48：頻度13：使用範囲３）と「ぐるぐる」（番号69：順位

71.5：頻度10：使用範囲３）は飛田辞典および山口辞典の見出し語であり、互いが類

義語の関係である。頻度、使用範囲とも同程度であるため両語とも残す。

　イ 「ころころ」（番号91：順位92：頻度８：使用範囲3）と「ごろごろ」（番号53：順位

54.5：頻度12：使用範囲３）は、飛田辞典の見出し語であり、互いが類義語の関係で

ある。頻度、使用範囲とも同程度であるため両語とも残す。

　ウ 「じいっ」（番号70：順位71.5：頻度10：使用範囲2）と「じっ」（番号５：順位５：

頻度100：使用範囲３）は、飛田辞典（じーっ）および山口辞典（じー）の見出し語で

あり、互いが類義語の関係である。頻度が低く使用範囲の狭い「じいっ」を除外する。

　エ 「ぴたり」（番号62：順位61.5：頻度11：使用範囲３）と「ぴったり」（番号24：順位

24：頻度20：使用範囲３）は飛田辞典および山口辞典の見出し語であり、それぞれが

類義語の関係にある。「ぴったり」は「ぴたり」の強調形であるが頻度の低い「ぴたり」

を除外する。

　オ 「はらはら」（番号56：順位54.5：頻度12：使用範囲３）と「ばらばら」（番号16：順

位16.5：頻度29：使用範囲３）および「ぱらぱら」（番号85：順位82.5：頻度９：使用

範囲３）は、飛田辞典および山口辞典の見出し語であり、それぞれが類義語の関係に

ある。頻度が低い「ぱらぱら」を除外する。

　カ 「ふらふら」（番号95：順位92：頻度８：使用範囲３）と「ぶらぶら」（番号38：順位

36.5：頻度15：使用範囲２）は飛田辞典および山口辞典の見出し語であり、それぞれ

が類義語の関係にある。「ふらふら」は使用範囲は広いが頻度が低く、「ぶらぶら」は

範囲は狭いが頻度が高いので、両語とも残す。

　キ 「ひっそり」（番号17：順位16.5：頻度29：使用範囲３）と「ひっそりかん」（番号

75：順位71.5：頻度10：使用範囲3）は山口辞典の見出し語であり、それぞれが類義

語の関係にある。頻度の低い「ひっそりかん」を除外する。

　ク 「ぽつり」（番号44：順位41.5：頻度14：使用範囲２）と「ぽつん」（番号48：順位
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48：頻度13：使用範囲３） は山口辞典の見出し語であり、互いが類義語の関係である。

頻度が同程度であるため両語とも残す。

5.6　日本語学習者のための基本的なオノマトペの提案

　上記5.5の⑵および⑶により除外した後のオノマトペの異なり語数は87語である。この

87語を表２「日本語学習者のための基本的なオノマトペ」として提案する。

　この見出し語87語は全体の見出し語の11.79％であるが、見出し語87語の延べ語数2,436

語は、全体の延べ語数の62.54％にあたる。この87語のオノマトペを学習することにより、

出現するオノマトペの60％強を習得することになる。

　秋元美晴（2007：30）は、日本語教師の考え方には「初級レベルから基本的なオノマト

ペを導入していくべきである」という考え方と「日本語は他の言語に比べて語彙が多く、

語彙の習得にかける学習者の負担も大きいのに、数も多い上に付随的要素であるオノマト

ペを学習させる必要はない」という考え方があると述べている。

　一方、渡邊裕子（1997：29）はオノマトペ学習の必要性について「積極的に教授すると

いう立場を採らなければ、学習者は、未学習のままということが起こってくる」と記して

いる。

　「ゆっくり歩く」や「とぼとぼ歩く」の「ゆっくり」や「とぼとぼ」のオノマトペの意

味が分からなくとも、共起動詞の「歩く」の意味が分かればおおよその意味の推測は可能

であると思われる。しかし、「わくわくする」や「どきどきする」のような「サ変動詞」

と共起する「わくわく」や「どきどき」のオノマトペは、そのオノマトペの意味が分から

ないと文の意味が理解できないと思われる。

　日本語学習者は表２のオノマトペを積極的に学習する必要があるとともに、日本語教師

による授業や試験問題の作成、さらには日本語教科書の作成にも有効であると考える。

5.7　擬音語と擬態語の出現頻度と比率

　表２「日本語学習者のための基本的なオノマトペ」の87語が、擬音語として使われてい

るかまたは擬態語として使われているのかを調査したところ、擬音語の異なり語数は11語

で延べ語数は73語であった。また、擬態語の異なり語数は86語で延べ語数は2,363語であっ

た。擬音語としてのみの使用は１語（ぶつぶつ）で、擬音語と擬態語としての使用は10語

（どんどん、ほっ、ざわざわ、ごろり、がたがた、さらさら、ごろごろ、どっ、ぐずぐず、

ころころ）であり、擬態語としてのみの使用は76語であった。

　擬音語および擬態語の延べ語数の比率は、擬音語は3.00％、擬態語は97.00％であり、出
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現したオノマトペの大多数は擬態語としての使用であった。

6　まとめ

　本稿の目的は、日本語学習者にとって習得困難であるとされるオノマトペが、日本人に

とっての義務教育である中学校の国語教科書ではどのようなオノマトペがどの程度使われ

ているのかを調査し、日本語学習者のための基本的なオノマトペを提案するものであった。

　そしてオノマトペの数量を、計量言語学の手法により、「使用率順の語彙表」、「使用率

分布図」、「累積使用率分布図」、「頻度分布表」および「頻度分布図」にまとめ、傾向が視

覚的にもわかりやすい図表で示した。

　さらに、中学校国語教科書の高頻度96語のうち狭範囲語等を除外した87語を、「日本語

学習者のための基本的なオノマトペ」として提案した。
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